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集中治療室（ICU）稼動にあたって
ICU看護科長　　菅野　幹子
　名寄市立総合病院集中治療室（ICU）は，平成20
年10月20日から無事稼動した．
医師の専任体制が取れないため診療報酬上の施設
基準は満たされないが，安全で高度な診療のため
に医療機器や看護体制が整えられた．決して十分
とはいえない準備期間であったが全ての職員の協
力で大きな問題も無く順調に経過している．稼動
からの状況を簡単に紹介する．
病床数　　8床
職員数　21名　相澤集中治療室長
　　　　　　　舘岡集中治療室医長
　　　　　　　看護師　18名
　　　　　　　看護補　　1名
入室患者状況（10月20日～12月31日）
総患者数66名（入室中転科1名）
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一日平均病床利用数は5，48床
術後予定入室20名　臨時入室44名
死亡退院3名
予定入室の90％以上が外科の術後患者で，その他
の診療科はほとんどが臨時入室となっている．
　しかし確認不足やコミュニケーション不足から
レベル2以下のインシデントが少なからず発生し
ているため今後もマニュアルを遵守し継続的にレ
ベルアップのための取り組みをする必要がある．
今後の課題
①全看護スタッフがICUで必要な基本的知識技術
を習得する．
・当病棟にはICLSインストラクター・プロバイダ
ー，BLSプロバイダー，呼吸療法認定士などの資
格を有するスタッフも数名いるが，急性期の病棟
に勤務するのは初めてというスタッフも少なくな
い。お互いに協力し切磋琢磨しながら全体のレベ
ルアップを目指す必要がある．
②薬剤に関するマニュアルの徹底
・ICUはその特徴から指示変更や口頭指示も多
い．！2月末までのインシデント報告13件のうち9
件が薬剤に関することであり，その多くがマニュ
アルが守られていなかったことによって起こって
いる。常に緊張感を持って徹底した確認が必要で
ある．各診療科斗に指示簿もばらばらの状態であ
るため，早い時期に統一したものに変更したい．
③患者情報の共有
・ICUは稼動時から従来の口頭での申し送りを
原則行っていない．担当患者の情報は記録や実際
のベットサイドで把握している．しかし長期に在
室する患者の情報が途切れがちになることも多い
ため今後検討する必要がある．
④助勤業務の効率化．
・入室患者の状況によって看護スタッフは昼夜
を問わず助勤業務を行っている．しかし慣れない
部署での業務には戸惑いも多くストレスに感じて
いるという実情もある．今後，何時・誰が・何処の
部署に行ってもスムーズに業務が行えるよう調整
する必要がある．
おわりに
平成20年度部署目標
①ICUに必要な基礎的知識・技術を習得し安全に
医療・看護が提供できる．
②すべての関係者とチームワーク良く業務を行う．
看護スタッフを3チームに分け，業務基準作りや
学習会の開催を行っている．
　ICU稼動にあたり研修を引き受けていただいた
市立旭川総合病院ICUスタッフをはじめ，診療部
・事務部・医療技術部・欠員のまま業務を行ってい
る他部署の看護スタッフ他，全ての関係者の皆様
御協力いただき心から感謝申し上げます．
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